
別記様式第１号－１

市町名

（単位：円）

№ 単位事業名 令和3(2021)年度令和4(2022)年度令和5(2023)年度令和6(2024)年度令和7(2025)年度 合計

0 969,270 750,000 950,000 1,150,000 3,819,270

0 500,000 0 0 0 500,000

うち県交付金 0 250,000 0 0 0 250,000

0 542,208 87,500 150,000 160,000 939,708

0 500,000 0 0 0 500,000

うち県交付金 0 250,000 0 0 0 250,000

うち県交付金

0

0

うち県交付金 0

0

0

うち県交付金 0

0

0

うち県交付金 0

0

0

うち県交付金 0

0

0

うち県交付金 0

0

0

うち県交付金 0

0

0

うち県交付金 0

0 1,511,478 837,500 1,100,000 1,310,000 4,758,978

0 1,000,000 0 0 0 1,000,000

うち県交付金 0 500,000 0 0 0 500,000

栃木県わがまちつながり構築事業実績書（市町総括表）
【単独　・　連携事業】

那須烏山市

1
メグロ・キャノン
ボール那須烏山

総事業費

うち市町支出額

3

総事業費

うち市町支出額

2
夜のあかりプロ
ジェクト

総事業費

うち市町支出額

5

総事業費

うち市町支出額

4

総事業費

うち市町支出額

7

総事業費

うち市町支出額

6

総事業費

うち市町支出額

9

総事業費

うち市町支出額

8

総事業費

うち市町支出額

総事業費

うち市町支出額

市町計

総事業費

うち市町支出額

10



別記様式第１号－２

各年度ごとの事業内容及び事業費の内訳 （単位：円）

4年度 5年度 6年度
支援期間の
事業費計

支援期間の
翌年度

①イベント「キャノン
ボール那須烏山」実施
②お土産品の開発・販
売
③「メグロの聖地・那須
烏山」を活用した情報
発信

①イベント「キャノン
ボール那須烏山」実施
②お土産品の開発・販
売
③「メグロの聖地・那須
烏山」を活用した情報
発信

①イベント「キャノン
ボール那須烏山」実施
②お土産品の開発・販
売
③「メグロの聖地・那須
烏山」を活用した情報
発信

①イベント「キャノン
ボール那須烏山」実施
②お土産品の開発・販
売
③「メグロの聖地・那須
烏山」を活用した情報
発信

969,270 750,000 950,000 2,669,270 1,150,000

500,000 500,000

うち県交付金 250,000 250,000

0

うち県交付金 0

その他自主財源等 469,270 750,000 950,000 2,169,270 1,150,000

市町担当情報

電話
FAX
E-mail

連絡先
0287-83-1151
0287-83-1142
ｍａｃｈｉｚｕｋｕｒｉ＠ｃｉｔｙ.nａｓｕｋａｒａｓｕｙａｍａ.ｌｇ.ｊｐ

事業に係る市町
総合戦略の目標
及 び KPI

基本目標：本市への新しいひとの流れをつくる。
ＫＰＩ：観光客入込数　H30：495,713人⇒R6：700,000人

事業内容

事業費

市町支出金
（ソフト事業分）

市町支出金
（ハード事業分）

担当課（ｸﾞﾙｰﾌﾟ・係）名 まちづくり課　地域づくりグループ
担当者名 澤村　春佳

当該事業に係る
地域の現状と課

題

・本市には、豊かな自然環境や貴重な歴史・文化財等の潜在能力の高い地域資源が数多く存在していますが、東日本大
震災以降、観光客入込数は低迷が続いており、地域資源の更なる活用が求められています。
さらに、本市への観光客の多くは滞在時間が短く、観光消費額の増加に繋がらない状況です。
・那須烏山市にはかつて、カワサキモータースが1964年に吸収合併した「目黒製作所（メグロ）」の烏山工場がありました。
最盛期には市民の多くが関与する基幹産業として地域を支え、現在も元メグロの下請け会社や元社員が設立した会社が
存在するなど、現在も本市の「ものづくり」に多くの影響を与えています。
・既存の観光プロモーションやシティプロモーションに加え、「メグロ」を活用した事業展開することで、新たなターゲットとして
ツーリング客を呼び込み、観光入込数の増加及び関係人口の創出を図る必要があります。

事 業 目 的

「メグロの聖地・那須烏山」を広く一般に認知させ、一年を通じてツーリング客をメインターゲットに観光客の誘致を図るほ
か、「メグロの聖地・那須烏山」をブランド化し、お土産品の開発・販売や飲食店への動員を図ることで、市に経済効果をも
たらす。
また、「メグロの聖地」であることを市民にも認知させ、かつて那須烏山市の経済を支えた工業の中心に「メグロ」があったこ
と、その影響で現在もたくさんの金属加工メーカーがあることを伝え、モノづくりへの情熱・誇りの再認識に繋げ、本市への
愛着心の醸成及び工業の活性化を図る。

事 業 概 要

関係人の分類型：Ⅰ-ａ
【４年度】
・メグロイベント「キャノンボール那須烏山」を実施し、観光客の誘致を図るほか、ツーリング客をメインターゲットとしたお土
産品を開発、販売し経済の活性化を図る。
・市観光協会と連携し、「メグロ」を活用した情報発信を実施し、市内にある金属加工メーカーを中心とした各社のモノづくり
への誇りの再認識へ繋げるほか、カワサキモータース社との交流を深め、市内の工業に携わるものの学びの機会を創出
することで、工業の活性化を図る。

①イベント「キャノンボール那須烏山」実施（11/6実施）
・イベント開催に際し、近隣市町関係者や、市内外に多くいる「メグロファン」やツーリング客、かつての「メグロ烏山工場」に
ゆかりのある人や関心のある市民等、多くが参加交流ができるイベントとし、関係人口の創出を図ることができた。
②お土産品の開発・販売（11/6　他）
・ツーリング客をメインターゲットとしたお土産品（スタンドプレート・コーヒー等）の開発販売により、経済の活性化を図った。
③専用SNS、ホームページ、各関連団体と連携した「メグロの聖地・那須烏山」を活用した情報発信を行った。（通年）

【５年度～】
前年度の反省点を反映させ、上記イベント及び情報発信を継続実施するほか、「メグロ資料館」の設置、お土産品の開発
等を推進する。

代 表 者 の 名 称 実行委員長　山田　佳之

事業主体の所在 〒321-0628　那須烏山市金井2-5-26（那須烏山市観光協会内）

事業主体の概要

・令和３年11月に市内有志等により「第１回メグロ・キャノンボール那須烏山」イベントを開催。本市を「メグロの聖地」と位置
付け、「メグロ」を活用した地域振興を図る。
・設立年月日：令和３年11月５日
・構成員等：市内有志等

事業主体の名称 メグロ・キャノンボール那須烏山　実行委員会

栃木県わがまちつながり構築事業実績書（単位事業調書）
【単独事業】

市 町
名

那須烏山市

事 業 名 メグロ・キャノンボール那須烏山



別記様式第１号－４

　※連携事業の場合は幹事市町名を記載すること。

4 年度

１　収入の部

予算額
（精算額）

500,000

432,075

37,195

969,270

２　支出の部

県交付金

490,000 266,330 133,165 223,670
会場設営、ジャズ演奏

22,760 22,760 11,380 0
カワサキモータース社ゲスト
謝金

445,600 200,000 100,000 245,600
記念品制作

3,840 3,840 1,920 0
道路使用許可、振込手数料

7,070 7,070 3,535 0
イベント保険料

0

0

0

0

0

969,270 500,000 250,000 469,270

具体的な支出内容については、備考欄に記入してください。

連携事業のうち、次に該当する場合は、様式１号－５も提出してください。
１　市町のみで事業を実施する場合
２　複数の地域づくり団体等に支出する場合

計

その他収入
会負担金

科目 備考

市補助金
市交付金

事業収入
イベント入場料、お土産品販売による収入等

科目欄には、原則地方自治法施行規則第１５条別記の節（需用費、役務費は細節）の区分を用いてください。

那須烏山市

栃木県わがまちつながり構築事業実績書（単位事業収支精算書）

市町名

単位事業名

対象年度

備考

メグロ・キャノンボール那須烏山

市町支出額
自主財源等

計

財源

科目

委託料

精算額

報償費

消耗品費

手数料

保険料



別記様式第１号－２

各年度ごとの事業内容及び事業費の内訳 （単位：円）

4年度 5年度 6年度
支援期間の
事業費計

支援期間の
翌年度

①イルミネーション設置
②イルミネーション点灯
イベント実施

①8月中旬
　夏の提灯まつり
②12月中旬
　冬のイルミネーション
③3月中旬
　春の桜まつり

①8月中旬
　夏の提灯まつり
②12月中旬
　冬のイルミネーション
③3月中旬
　春の桜まつり

①8月中旬
　夏の提灯まつり
②12月中旬
　冬のイルミネーション
③3月中旬
　春の桜まつり

542,208 87,500 150,000 779,708 160,000

500,000 500,000

うち県交付金 250,000 250,000

0

うち県交付金 0

その他自主財源等 42,208 87,500 150,000 279,708 160,000

市町担当情報

電話
FAX
E-mail

連絡先
0287-83-1151
0287-83-1142
ｍａｃｈｉｚｕｋｕｒｉ＠ｃｉｔｙ.nａｓｕｋａｒａｓｕｙａｍａ.ｌｇ.ｊｐ

事業に係る市町
総合戦略の目標
及 び KPI

基本目標：本市への新しいひとの流れをつくる。
ＫＰＩ：観光客入込数　H30：495,713人⇒R6：700,000人

事業内容

事業費

市町支出金
（ソフト事業分）

市町支出金
（ハード事業分）

担当課（ｸﾞﾙｰﾌﾟ・係）名 まちづくり課　地域づくりグループ
担当者名 澤村　春佳

当該事業に係る
地域の現状と課題

若い世代の転出、出生率の低下、高齢者人口の増加などの課題を抱える当市にとって、市内外の子供から高齢者までの
全世代に楽しんでもらえるような催事を行い、市内に賑わいを創出し、郷土愛を醸成するとともに、関係人口の創出を図る
ことが必要である。
しかし、長引くコロナ禍により、イベントの中止、外出の抑制などの影響で、市民の活気が失われつつある。

事 業 目 的

イルミネーションの設置等の事業実施により、街中に灯りをともし地域の賑わい及び交流の機会の創出を図る。
また、イルミネーション設置と合わせ子どもたちの楽しめるイベントを開催することで、思い出作りの場を創出することで、地
域の子どもたちが心身ともに健やかに成長し、郷土愛を育むことを目的とする。

事 業 概 要

関係人の分類型：Ⅰ-ｄ
季節に合わせたイルミネーションの設置及びイベントを実施。
イルミネーションの設置により地域の賑わい及び地域住民の交流の場を創出した。
また、チラシ配付及びSNSの活用により事業の周知をすることで、子育て世帯等のメインターゲットを本市に呼び込む流れ
を作り、本市認知度向上及び将来的な関係人口の創出に寄与した。
山あげ会館へのイルミネーション設置により、周辺地域に人の流れを生み出すことができた。

【４年度】
・冬のイルミネーション設置（12/10～1/14）
・イルミネーション点灯式、イベント（12/10）
　各種ステージイベント、キッチンカー出店
　点灯カウントダウン

※予定していた夏の提灯まつり等は、新型コロナウイルス感染症の感染拡大により実施できず。
　　来年度以降、実施について検討することとした。
　

代 表 者 の 名 称 代表　　越雲　深雪

事業主体の所在 〒321-0628　那須烏山市金井2-21-8

事業主体の概要

・地域振興のため、住民への交流の場の提供及び賑わいを創出し、交流人口の増加を図る。
・設立年月日：平成30年４月１日
・構成員等：市内外有志

事業主体の名称 心に灯りをともす会

栃木県わがまちつながり構築事業実績書（単位事業調書）
【単独事業】

市 町
名

那須烏山市

事 業 名 夜のあかりプロジェクト



別記様式第１号－４

　※連携事業の場合は幹事市町名を記載すること。

4 年度

１　収入の部

予算額
（精算額）

500,000

22,500

19,708

542,208

２　支出の部

県交付金

315,070 298,942 149,471 16,128

イルミネーションLED購入費
テープ、結束バンド、作業服
等

4,376 4,376 2,188 0
灯油代

26,080 0 0 26,080
準備日昼食代

1,682 1,682 841 0
チラシ・ポスター印刷費

118,000 118,000 59,000 0
オペレーター付高所作業車
委託、イベント司会者委託

77,000 77,000 38,500 0
音響、照明、発電機レンタル

0

0

0

0

542,208 500,000 250,000 42,208

具体的な支出内容については、備考欄に記入してください。

連携事業のうち、次に該当する場合は、様式１号－５も提出してください。
１　市町のみで事業を実施する場合
２　複数の地域づくり団体等に支出する場合

科目欄には、原則地方自治法施行規則第１５条別記の節（需用費、役務費は細節）の区分を用いてください。

消耗品費

燃料費

食糧費

印刷製本費

委託料

使用料及び賃借料

計

計

科目
予算額
（精算額）

財源

備考市町支出額
自主財源等

その他収入
会負担金

科目 備考

市補助金
市交付金

事業収入
イベント出店費2,500円×９店舗

対象年度

栃木県わがまちつながり構築事業実績書（単位事業収支精算書）

市町名 那須烏山市

単位事業名 夜のあかりプロジェクト


